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母子保健推進員（以後，母推）は，地域の母子保健向上への貢献が期待されるボランティア組織

である．子育て支援事業の一つである「乳児家庭全戸訪問事業」の訪問スタッフとして母推が登用

される機会も多い．  

本研究では，母推が行う家庭訪問の特徴を明らかにし，母推と保健師との連携について考察する

ことを目的として，乳児家庭訪問を担当する母推へのインタビューを行った． 

母推は訪問先の母子との関係構築のスキルを活かし，自然な流れの中で母子や家族の情報収集を

行っていた．複雑な問題を抱えた母子への訪問では，児を目視することにこだわり，責任をもって

地域の担当保健師に引き継ぐことが意識されていた．一方で，保健師が短期間で異動するため，保

健師との関係性が深まりにくいことにジレンマを感じていた．地域における育児支援体制の構築に

は，母推と保健師との連携を深めることが必要である． 
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1．はじめに 

児童福祉法に規定される「乳児家庭全戸訪問事業１）」

は生後4か月までの乳児のいる全家庭を訪問する事業

であり，子育てに関する情報提供や適切なサービスに

結び付けることによる子育て環境の整備を目的の一つ

としている．2007年から開始され，現在では地域の子

育て支援に欠かせない事業であるが，その実施におい

て大きな役割を果たすのは，母子保健推進員（以後，

母推）である． 

母推は，公益社団法人「母子保健推進会議２）」が育

成する地域の母子保健促進のための人材であり，妊婦

や乳幼児のいる家庭への家庭訪問のほかに，乳幼児健

康診査の手伝い・育児講座の開催などにおいて市町村

より委嘱されている．田口ら３）による全国調査では，

最も多くを占めるメンバーの年齢層は60代となって

いる．性別や資格の有無は不問であり，活動内容に関

心を持つ人が研修を受講し，委託された活動を行って

いる． 

母推は地域の子育て支援の担い手として期待され，

地域住民である母推と保健師が連携して訪問活動を行

い子育て支援を行うことは，個別の課題に対応するだ

けでなく，子育て環境の改善につながる４）と評価され

ている． 

こうした背景より，母推が行う家庭訪問の特徴を明

らかにし，母推と保健師との連携について考察するこ

とを目的として本研究を行った． 
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2．研究方法 

2.1．研究対象者  

A市より委託を受けて活動している，B小学校区の

母推に研究協力を依頼し，同意が得られた者を研究対

象者とした．対象者らは，先行研究５）において「子育

て支援に関わることへの思い」を尋ねた母推とほぼ同

一集団であり，以前語られた内容と本研究の目的との

連続性を考慮した便宜的サンプルである． 

2.2．データ収集 

2019 年 7 月に研究対象者らの活動場所であるB 地

区の公共施設においてデータ収集を行った． 

B 校区の人口はA 市の 6.6％であり，そのうち年少

人口（15歳未満）は11.9％である６）．総務省統計局発

表の全国の年少人口 11.8％と大差ない数値であるが，

高齢化率は30.9％であり，全国の29.1％と比較してや

や高齢化率が高いと言える７）．また，校区内に幼稚園

保育園・小中高等学校・大学・大学院が存在する文教

地区であるという特色がある． 

データ収集は，乳幼児を育てる親を対象とした育児

サークル活動の終了後に，施設内の和室を用いて，グ

ループインタビューという形で行った． 

インタビューでは，導入として「何に気を付けて家

庭訪問をしているか」を尋ねた．さらに，それぞれの

訪問体験の語りの中で「どのような事例を，どのよう

に保健師に報告をするか」「特に注意して保健師に引き

継ぐのはどのような事例か」「訪問後の事例について保

健師からどのような話を聞くか」など，保健師との連

携の有無・程度について，またそうした連携について

の母推の認識を明らかにするようなインタビューを行

った． 

2.3．分析方法 

質的帰納的なデータ分析を行った．承諾後に録音し

た面接内容から作成した逐語録を質的データとし，類

似性と異質性を基に比較検討しながら，データからコ

ード，サブカテゴリ，カテゴリへと抽象度を上げると

いう手順である．分析結果は複数の看護学研究者によ

って検討を重ね，分析結果の妥当性を確保した． 

2.4．倫理的配慮 

本研究は，研究者の所属施設の研究倫理審査委員会

の承認を得て行った（管理番号18004）．研究対象者に

は，研究の目的・方法・期待される結果と学会等での

公表予定，研究対象者にとっての研究協力に関する利

益と不利益を伝え，自由意思による研究参加の保証な

らびに辞退の自由，匿名性の保持を保障した．これら

を文書と口頭で説明し，同意を得た． 

 

3．研究結果 

3.1．研究対象者の概要 

60～79歳（平均 67.4歳）の母推 8名が研究対象者と

なった．母推としての経験年数は，5年未満が 3名，5年

以上10年未満が 3名，10年以上が 2名であった．うち

6 名は同地区の民生委員を兼務しているか，あるいは過

去に活動経験があった． 

3.2．分析結果 

グループインタビューは研究者2名で行われ，研究対

象者の承諾を得て録音された．研究対象者らが体験した

延べ 11の家庭訪問事例が紹介され，63分間のインタビ

ューデータが得られた． 

データ分析の結果，母推が行う家庭訪問の特徴につ

いては29のコードが抽出された．そのコードは5つのサ

ブカテゴリを経て【母推が培ってきたスキル】と【母推とし

ての見守り】という 2つのカテゴリに集約された． 

母推と保健師との連携に関する28コードは，5つのサ

ブカテゴリを経て【責任感が支える連携】【保健師との連

携に関するジレンマ】という 2カテゴリとなった． 

以下，カテゴリを【 】，サブカテゴリを≪ ≫，コードを

〈 〉で表示する．研究対象者の語りは「」で例示し，強調

するべき部分は必要に応じて『』と表示し説明を加える．

また，これらの関係を表1に示す． 

3.3．母推が行う家庭訪問の特徴 

母推は，地区担当保健師より対象家庭への訪問依頼

を受け，訪問先との日程調整を行う．当日は身分証明書

持参で訪問し，その結果を担当保健師に文書で提出す

る．こうした流れの中で母推が行う家庭訪問の特徴は，以

下のようなものであった． 

3.3.1．【母推が培ってきたスキル】 

このカテゴリは≪観察するスキル≫と≪関係構築のス

キル≫という 2つのサブカテゴリから構成されていた． 

≪観察するスキル≫は，〈子どもに話しかけながら健

康状態を見る〉〈見えにくい部分も，不自然にならないよう

に触れて観る〉というコードから抽出され，自然な流れの

中で，服に隠れている身体の部位を観察することが語ら

れていた．また，〈ふいに出る言葉かけや（母親の）表情〉

にも注意を払うことで，観察の機会を逃さず，自然に母親

の感情にも注意を払うスキルを持っていることが述べら

れた． 

≪関係構築のスキル≫は，母推が〈「時間はとらせな

い」と（母親に）伝え負担を感じさせない〉ような配慮を 
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表1 母推が行う家庭訪問の特徴と，保健師との連携 
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することや，〈赤ちゃんと会えたことを大げさに喜ぶ〉こと

で，義務的な訪問という印象を和らげていることが述べら

れていた．その一方で，〈あまりしつこくせずつかず離れ

ずにいる〉ことや，〈警戒されないようにする〉のような，母

親との距離の取り方に気配りをしていることも述べられて

いた． 

こうした配慮は，母親を緊張させないようにし，良好な

関係を構築するために【母推が培ってきたスキル】である

と考えられた． 

3.3.2．【母推としての見守り】 

このカテゴリは，≪同じ生活圏で見守る≫，≪距離感

をもって見守る≫，≪関心を持ち続ける≫という3つのサ

ブカテゴリから構成されていた． 

家庭訪問をした中には，日常の育児サポートが得られ

にくい家庭や，育児不安が強い親など，専門職からの継

続的な関わりを要する家庭が含まれる．母推は，前述の

≪観察するスキル≫によってそのような家庭を見出し，

担当保健師に報告していた．今回の研究対象者からは，                                                                                                                                                         

保健師への報告後にも訪問した母子に関心を持ち続け， 

見守っている様子が語られていた． 

≪同じ生活圏で見守る≫ことは，〈同じ母子に民生委

員としても家庭訪問をする〉，〈近くのスーパーで立ち話〉

〈保育園で（訪問対象者に）会わせてもらった〉のように，

同じ生活圏で生活していることで成立する見守り方であ

った．担当保健師とは異なる，地域の生活者として近い

立場から見守っていることが示唆されていた． 

また，家庭訪問の役割を終えた母推が，対象のことを

≪距離感をもって見守る≫状態についても語られていた．

母推から報告を受けた保健師は改めて対象家庭を訪問

するが，その様子は〈担当ではなくなった母子の様子を

保健師から聞いている〉や〈ちゃんと会えたことの連絡を

もらった〉というように，母推にも伝えられることがある．本

研究の対象者らは，「母推が同じ家庭を再び訪問するこ

とはない」と述べていたが，〈引っ越し先の様子を聞いて

安心した〉とあるように，担当を外れた後も見守りの気持

ちを持っていることが伺われた． 

≪関心を持ち続ける≫というサブカテゴリでは，報告

後の保健師の家庭訪問の有無にかかわらず〈手伝ってく

れる人がいないと心細いだろう〉〈お母さんが孤立しなけ

れば大きな問題にはならない〉という母推自身の育児観

とともに〈担当の母子のことはずっと気になる〉と述べる心

理状態が示されていた． 

このように，物理的にも心理的にも，母親にあわせた

距離感で，あるいは母親にあわせた立場から見守り続け

ることが，【母推としての見守り】であると言える． 

3.4．母推と保健師との連携 

母推は，担当地域において「問題がない・少ない」と判

断された母子の家庭訪問を委託されて実施し，「気にな

る」ケースについて専門職である保健師に報告していた．

この時の母推と保健師の間には，以下のような連携が見

られた． 

3.4.1．【責任感が支える連携】 

このカテゴリは，家庭訪問の際に≪目視にこだわる≫

ことと，訪問後の≪『気になる人』の報告≫という2つのサ

ブカテゴリから構成されていた． 

≪目視にこだわる≫というサブカテゴリは，〈気になる

ので顔だけでも見るようにしている〉〈子供を遠くから見た

だけでは保健師に報告できない〉等の発言から導き出さ

れた．家庭訪問時の母推は，子どもが健康であること・生

存していることを確実に見届けなければならず，「目視」

ができない状態では，家庭訪問の目的を果たしていない

ことになる．端的に〈赤ちゃんは絶対見て帰らなければな

らないというのが私たちの仕事〉とも表現されていた． 

≪『気になる』人の報告≫というサブカテゴリには，母

子に関する観察内容に関して〈気になる情報は必ず報告

書に書き込み保健師に渡す〉〈報告書に書いてなおかつ

渡すときに口頭でも伝える〉〈次の定例会を待たずにすぐ

報告する〉など，保健師への報告のタイミングや手段（媒

体）について述べられていた．専門職が対応する問題か

どうか，緊急性があるかどうかに基づいて判断され，緊急

度が高いと思われる場合は，母推の観察と情報収集によ

り得た情報が「すぐに」，なおかつ「報告書と口頭」という

複数の手段で報告されていた． 

この二つのサブカテゴリが示しているのは，訪問対象

者の様子を必ず目視し状況に応じた方法で報告する，と

いう行動であり，母推の【責任感が支える連携】を示して

いる． 

3.4.2．【保健師との連携に関するジレンマ】 

このカテゴリは，≪保健師との線引き≫，≪相互の信

頼感≫，≪深まらない保健師との関係≫という 3 つのサ

ブカテゴリから構成されていた． 

家庭訪問において，母推は〈プロではないので助言は

できない〉〈言えることには限界がある〉と考え，〈医学的

な対応が求められるケースは保健師に任せる〉という判

断をしていた．このことから母推が，専門職ではない自分

と≪保健師との線引き≫を意識していることが示された．

そのうえで，〈（母子の）以前の情報についても調べて家

庭訪問をしている〉という保健師に信頼感を寄せ，〈専門
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家に任せて（母親の）心を開いてもらう〉ことを期待し〈「渡

しましたよ」と任せ〉ている．〈情報を保健師に渡してしまう

と安心する〉とも述べており，地区担当の保健師への信

頼感を見出すことができた．同時に〈保健師から母推へ

の期待は大きいと感じ〉，〈差しさわりのないところを母推

が頼まれている〉という現状に，保健師から母推への信頼

感も感じ取っている．これらから≪相互の信頼感≫のサ

ブカテゴリが導き出された． 

 しかし，保健師個人への信頼感はありながらも〈今の担

当保健師の名前もよく知らない〉うちに異動となってしまう

状況，すなわち〈保健師が毎年変わる〉ことへの不満が訴

えられていた．保健師の専門性への信頼感を持ちつつ

も，〈そこまでのつながりではない〉と述べる母推の気持

ちは，≪深まらない保健師との関係≫を示していると言

える． 

このように，専門性による線引きは妥当で相互に信頼

感を持つ良好な関係性も見出されるが，この関係性を十

分に活かされていない現状から，【専門職との連携のジ

レンマ】というカテゴリが導き出された． 

 

4．考察 

4.1．母推が行う家庭訪問の特徴について 

厚生労働省のガイドライン１）には「目視」が必須である

とは明記されておらず，「養育環境等の把握のための項

目」のひとつとして「訪問時の赤ちゃんの様子」が含まれ

ているにすぎない．しかし，児童虐待や育児放棄の現場

では，適切な介入がなされないことで，子どもの命が失

われる事案が頻発していることから，母推は，委託された

乳児の家庭訪問の際に，必ず「目視すること」，すなわち

第三者の目で児の健康状態を直接観察し，把握すること

を依頼されている． 

厚生省（現厚生労働省）８）からも「推進員は（中略），緊

急を要するものに接したときは，速やかに市町村長に連

絡するよう努めること．」と要請されており，研修会を重ね

る中で，母推は目視の重要性を認識していた．その責任

を果たすために，訪問時には親に不快感や不信感を抱

かせないように，自然かつ迅速に，確実に「目視」をする

ためのスキルを体得していた． 

神崎９）は，「地域で暮らす高齢者の見守り」を「高齢者

の心情や状況を考慮した距離を保持して，観察や測定

による安否の確認をすることや住民や機関が協力して対

象を把握すること」と定義している．子育て中の母親を対

象とした「見守り」の概念について明確に定義している先

行研究は見られないが，本研究において母推が示した

対象の母子への姿勢は，距離を保持しつつ対象を把握

しようとしているという意味で，母子への「見守り」とみな

すことができる．母推はその地域に長く住み，住民の生

活や保健に深く関わる民生委員を兼ねることもある．訪問

終了後に直ちに関係を切るのではなく，どのような立場

であっても，同じ生活圏内にいる住民として訪問対象者

を見守っていくことは，母推特有の見守り方であると考え

られた． 

本研究における【母推が培ってきたスキル】を用いて

【母推としての見守り】を続ける様子は，母推の活動経験

や個人の人生経験から身につけた「技（わざ）」 ともいえ

る技能・能力であると考えられる．母推が行う家庭訪問は，

こうした母推の『わざ』に支えられた実践であることが見い

だされた． 

4.2．家庭訪問に関する保健師との連携について 

母推と保健師との連携は，児の目視にこだわり，迅速

に確実に報告する母推の責任感に支えられていた．  

母推と保健師の連携については複数の先行研究があ

り，連携の実際は，関わった親子の経過や変化を母推と

共有する４），訪問後に報告を受ける１０），などであった．本

田らは，保健師からのフィードバックが母推の役割達成

感を促し母推の活動意欲を支えることから，母推への支

援の一つであると言える１１）と述べている．さらに，保健師

は母推のエンパワメントを高める関わりを行っていた４），

保健師からの手段的および精神的なサポートが活動の

充実感を感じるひとつの要因として捉えられている１２）な

ど，保健師が母推から報告を受けることは，単なる情報の

やり取りではないことが示唆されている．本研究におい

ても，このようなかかわりが母推の「見守り」の際の「安心」

につながっており，役割達成感や相互の信頼感を強める

好ましい連携であると考えられる． 

一方で，保健師から母推への期待について，當山４）は，

保健師へのインタビュー調査より，「母推の力を信頼する」

という保健師の思いを見出していた．本研究でも「保健師

から母推への期待は大きい」と感じられていることから，

相互の役割に対する信頼や期待が存在することが推測

できる． 

しかし本研究では，「保健師は毎年替わる」「そこまで

のつながりではない」との発言もあった．田口ら３）も，行政

機関では人事異動による担当者の変更は避けられない

ため，組織支援の質の担保に向けた育成・支援マニュア

ルの整備を進めることは急務である，と結論付けている． 

地域に住み続ける母推としては，異動のある保健師

との関係が深まらないジレンマを感じていることが伺わ
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れた． 

 

5．結論 

母推は，家庭訪問という活動の中で修得してきた関

係構築や観察の「技（わざ）」を身に付け，強い責任感

を持ち活動していた．その活動は地域に密着した活動

であるため，専門家との線引きを意識しながら，行政

の保健師が異動になった後も同じ生活圏内の母子の生

活を見守り続けていた． 

保健師との連携の量および質は，母推側から見ると

十分とは言えないが，先行研究5）からは有意義な連携

の在り方が示唆されている．地域における育児支援体

制の構築に向けた相互の達成感や信頼感を強めること

のできる方策として，今後追求するべき分野である． 
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